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あらまし UIテストのテストスクリプトの設計を効率化することを目的
に，他のシステムの類似機能から同じ操作対象を推定する手法を提案する．
4種類の似た UIを用意して操作を記録し，操作前後で変化した DOMの
差分の類似度を用いて手法の有効性を検証した．類似度を元に操作対象の
対応関係を評価した結果，操作対象は一致したが操作は一致しなかった．

1 はじめに
ソフトウェアのテストの 1つに，Webアプリケーションを実際に操作し，期待通

りの画面になっているかを検証する UIテストがある．UIテストは Seleniumなど
のツールを用いてクリックや文字入力等の操作を自動化することで効率化できるが，
そのためには操作の種類と順序，操作対象となる要素を記したテストスクリプトを
作成する必要がある．テストスクリプトの設計や再構築は開発者の経験とノウハウ
に任せられており，テスト項目の洗い出しやテスト方法の検討に時間を要する [1]．
過去に作成されたシステムが保有するUIのテストスクリプトから，機能が類似し

た箇所を再利用できれば，さらなるテストの効率化が見込める．そこで本研究では，
UIテストを実施したいシステムとは別のシステムにある，類似した機能を持つ操作
対象を見つける方法を提案する．具体的には，操作を行ったときの DOM の変化差
分同士の類似度を基準に対応関係を設定する．試作した手法を評価するために，ロ
グインフォームの UI 例を対象として対応関係の一致度を確認する．

2 提案手法
本研究では，類似機能の対応関係を判定するために，DOMの変化差分を比較す

る．DOMとはWebページのUIの情報が記されたツリー状の構造体で，ブラウザ
はHTMLをDOMとして解釈して表示している．クリックなどのUI操作によって
DOMが変更された場合，その差分はDOMツリーの枝の追加や削除によって表現さ
れる．またクリック等の入力を操作，クリックした要素を操作対象と呼ぶ．ここで，
ある操作対象の操作によって生じたDOMの変化差分を 2つのシステム間で比較し，
差分が類似したものを，操作が類似するものとして操作対象同士を対応付ける．
本研究の 1つ目のコアなアイデアは，2つのシステムをそれぞれ操作することに

より取得したDOMの差分を比較し，差分情報がよく類似しているものから順に同
じ操作対象だと推定することである．2つ目のアイデアは操作対象を基準にして差
分を比較することである．DOMツリーをそのまま比較するのではなく，UIの操作
対象をツリーの根とみなした構造に変換して比較することで，差分箇所の操作対象
からの相対的位置を考慮する．差分そのものは，比較が容易となるようにツリー構
造で表現する．
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図 1: 4種類のログインフォーム UI
図 2: UIペア毎の，TEDが最小で一致した操

作対象ペアとその操作番号

3 ケーススタディ
GitHub の検索機能で「vue ui」を検索して見つかったUIライブラリのうち，よ

く利用されているであろうスター数上位 3つを使用して，同一機能で異なるデザイ
ンを持つ 4つのログインフォームを用意した (図 1)．そのうちAとBは同じライブ
ラリを使用した．メールアドレスとパスワードの入力欄が 1つずつあり，メールア
ドレスでない文字やパスワードが 8文字以下の場合は各入力欄下部にエラーが表示
される．各UIで (1)メールアドレス欄の選択，(2)一文字入力，(3)パスワード欄の
選択，(4)一文字入力という 4つの操作を行い，各操作前後のDOMを記録した．
記録した DOM ツリーをそれぞれ操作対象を根としたツリーに変換し，1操作ご

とに操作前後の差分を取得した．差分は各UI，各操作ごとに存在するため 16個生
成される．次に 2つのUI間で操作対象が一致するか確認するため，4つのUIのう
ち 2つを選ぶ 6通りのUIペア (X,Y)を作成した．操作は各UIに 4つずつあるため，
1つの UIペアに 16通りの操作ペア (Xn,Yn)が作成できる．ペアである，Xnの変
化差分のツリーとYnの変化差分のツリーの木編集距離 (TED) [2]を算出し，TED
の低いペアから順に，類似度の高いペアとして操作対象の対応関係を採用した．
図 2に，UIペアごとの，一致した操作対象と最小TED，操作番号を示す．操作対

象の対応関係は全ペアで一致した．しかし，操作は 4組で一致せず (33%)，文字入
力とパスワード欄の選択が同じ操作として認識されている．パスワード入力欄に関
しては，メールアドレス欄のペアが決定したため，消去法で一致したと考えられる．

4 おわりに
本研究では，類似機能の対応関係を判定するために，DOMの変化差分同士をTED

で比較する方法を提案した．4種類のUIで総当たり的に評価した結果，操作対象は
全ペアで一致し，対応関係の判定は達成された．しかし操作が約 33%の割合で一致
せず，精度には難が残る．今後の課題として，操作の一致精度を高めるための変化
差分のフォーマット最適化や，スタイルデータの参照，ログインフォーム以外の種
類のUIでの検証などが挙げられる．
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